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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月8日(2019.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　病原体に起因する感染を有する対象において、二次感染に関連する疾患を処置または予
防するための、前記病原体に対する抗病原体剤と、膜型１マトリックスメタロプロテイナ
ーゼ－１（ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｔｙｐｅ　１－ｍａｔｒｉｘ　ｍｅｔａｌｌｏｐｒｏｔｅ
ｉｎａｓｅ　１）（ＭＴ１－ＭＭＰ１）を特にダウンレギュレートする薬剤との使用。
【請求項２】
　病原体に起因する感染を処置するための、前記病原体に対する抗病原体剤と、ＭＴ１－
ＭＭＰ１を特にダウンレギュレートする薬剤との使用。
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【請求項３】
　前記二次感染が、血液感染である、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　前記疾患が、敗血症である、請求項１の使用。
【請求項５】
　前記感染が、呼吸器感染である、請求項１または２に記載の使用。
【請求項６】
　前記病原体が、ウイルスである、請求項１または２に記載の使用。
【請求項７】
　前記ウイルスが、呼吸器ウイルスである、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記呼吸器ウイルスが、インフルエンザである、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　前記抗病原体剤が、ノイラミニダーゼ阻害剤（ＮＡＩ）である、請求項６に記載の使用
。
【請求項１０】
　前記二次感染が、細菌感染である、請求項６～９のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１１】
　前記細菌感染が、肺炎球菌（Ｓ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）である、請求項１０に記載の
使用。
【請求項１２】
　前記ＭＴ１－ＭＭＰ１をダウンレギュレートする前記薬剤が、抗体である、請求項１～
１１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１３】
　インフルエンザを処置するための、ＭＴ１－ＭＭＰ１を特にダウンレギュレートする薬
剤の使用。
【請求項１４】
　抗病原体剤と、ＭＴ１－ＭＭＰ１を特にダウンレギュレートする薬剤とを含む、製造品
。
【請求項１５】
　前記抗病原体剤が、抗ウイルス剤である、請求項１４に記載の製造品または医薬組成物
。
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